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｜
御
書
①
｜
妙
一
尼
御
前
御
消
息 

 

 

（ 

Ａ 

）
を
信
ず
る
人
は
（
冬
Ｂ 

）
の
ご
と
し
（
冬
Ｂ 

）
は
必
ず
春
と
な
る
、
い
ま
だ
昔
よ
り
き

か
ず
・
み
ず
（
冬
Ｂ 

）
の
秋
と
か
へ
れ
る
事
を
、
い
ま
だ
き
か
ず
（ 

Ａ 

）
を
信
ず
る
人
の
凡
夫
と

な
る
事
を
、
経
文
に
は
「
若Ｃ

有
聞
法
者
無
一
不
成
仏
」
と
と
か
れ
て
候 

 

※
本
文
中
の
Ａ
に
は
同
じ
言
葉
が
入
り
ま
す
。
そ
れ
は
何
で
す
か
。 

（ 

法
華
経 

 

） 

※
本
文
中
の
Ｂ
に
は
同
じ
言
葉
が
入
り
ま
す
。
そ
れ
は
何
で
す
か
。 

（ 
 

冬 
 
 

） 

 

※
棒
線
Ｃ
の
意
味
に
つ
い
て
正
し
い
も
の
に
○
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
に×

を
つ
け
て
下
さ
い
。 

（ 

○ 

）
も
し
仏
法
を
聞
く
人
が
あ
れ
ば
、
一
人
と
し
て
成
仏
し
な
い
人
は
い
な
い
。 

（ 
×
 

）
仏
法
を
聞
い
た
と
し
て
も
、
聞
く
人
の
状
況
に
よ
っ
て
成
仏
し
な
い
人
が
い
る
。 

（ 

○ 

）
仏
法
を
信
じ
て
実
践
す
る
人
は
、
必
ず
仏
の
境
涯
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

※
御
書
の
大
意
を
踏
ま
え
て
次
の
文
章
の
空
欄
Ｄ
・
Ｅ
に
言
葉
を
入
れ
て
下
さ
い
。 

 

「
妙
一
尼
御
前
御
消
息
」
は
、
（ 

Ｄ 

）
に
住
む
門
下
で
あ
る
（ 

Ｅ 
）
に
送
ら
れ
た
お
手
紙
で
す
。 

た
と
え
今
は
（ 

Ｆ 

）
の
よ
う
な
厳
し
い
境
遇
で
あ
っ
て
も
、
仏
法
を
実
践
し
て
い
け
ば
必
ず
（ 

Ｇ 

）

の
勝
利
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。
苦
難
の
（ 

Ｈ 

）
の
時
こ
そ
、
成
仏
へ
の
絶
好
の
転
換
点
で
す
。 

 

Ｄ
（ 

鎌 

倉 
 

） 

Ｅ
（ 

妙
一
尼 

 

） 

※
Ｄ
に
は
地
名
を
入
れ
て
下
さ
い
。 

 

春 

夏 

秋 

冬 
 
 
 

か
ら
選
ん
で
Ｆ
・
Ｇ
・
Ｈ
を
埋
め
て
下
さ
い
。 

 

Ｆ
（ 

冬 

）
Ｇ
（ 

春 

）
Ｈ
（ 

冬 

） 

 

※
次
の
文
章
は
『
新
・
人
間
革
命
』
の
一
節
で
す
。 

御
書
の
大
意
を
踏
ま
え
て
、
次
の
文
章
の
空
欄
に
後
の
語
群
か
ら
選
ん
で
言
葉
を
入
れ
て
下
さ
い
。 

 

厳
し
い
試
練
の
（ 

冬 

）
も
、
勝
利
の
（ 

春 

）
が
来
れ
ば
、
す
べ
て
は
（ 

喜
び 

）
に
変
わ
る
。
涙
あ
っ

て
の
笑
い
で
す
。
（ 

労
苦 

）
あ
っ
て
の
歓
喜
で
す
。
苦
闘
し
て
い
る
時
に
は
、
〝
な
ん
で
自
分
だ
け
、
こ

ん
な
大
変
な
思
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
〟
と
思
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、

自Ｉ

ら
願
い
求
め
た
（ 

使
命
の
舞
台 

）
な
ん
で
す
。
苦
悩
が
深
け
れ
ば
深
い
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
偉
大
な

（ 

使
命 

）
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。 

  

冬 
 

春 
 

使
命
の
舞
台 

 

使
命 

 

喜
び 

 

労
苦 

 

※
棒
線
Ｉ
の
こ
と
を
「
教
学
入
門
」
の
学
習
の
中
で
表
現
し
て
い
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
当
て
は
ま
る
言
葉

に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。 

（ 

○ 

）
願
兼
於
業 

（ 
 
 

）
宿
命
転
換 

（ 
 
 

）
一
生
成
仏 

※
御
書
本
文
に
つ
い
て
は
語
群
が
な
く
て
も
語
句
を
記
入
で
き
る
よ
う
に
覚
え
て
下
さ
い
。 
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｜
御
書
②
｜
椎
地
四
郎
殿
御
書 

  

法
師
品
に
は
若Ａ

是
善
男
子
善
女
人
乃
至
則
如
来
使
と
説
か
せ
給
い
て
僧
も
（ 

俗 
 

）
も 

尼
も
（ 

女 
 

）
も
（ 

一
句 

）
を
も
人
に
か
た
ら
ん
人
は
（ 

如
来
の
使
い 

）
と
見
え
た
り
、 

貴
辺
す
で
に
俗
な
り
（ 
善
男
子 

）
の
人
な
る
べ
し
、
此
の
経
を
一
文
（ 

一
句 

）
な
り
と
も 

聴
聞
し
て
神
に
そ
め
ん
人
は
（ 

生
死 

）
の
大
海
を
渡
る
べ
き
（ 

船 

）
な
る
べ
し 

 

※
次
の
語
群
か
ら
正
し
い
言
葉
を
選
ん
で
本
文
の
空
欄
に
入
れ
て
下
さ
い
。 

  

俗 

女 
 

男 
 

船 
 

牛
車 

 
一
句 

 

如
来
の
使 

 

生
死 

 

仏
界 

 

悪
人 

善
男
子 

 

※
棒
線
Ａ
の
意
味
に
つ
い
て
正
し
い
も
の
に
○
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
に×

を
つ
け
て
下
さ
い
。 

（ 

○ 

）
わ
ず
か
一
句
だ
け
で
も
人
に
仏
法
を
語
る
人
は
全
て
、
如
来
の
使
い
で
あ
る
。 

（ 
×
 

）
広
宣
流
布
に
活
動
す
る
人
は
、
立
場
は
違
っ
て
も
全
て
の
人
が
尊
い
如
来
の
使
い
で
あ
る
。 

（ 

○ 

）
仏
法
を
実
践
し
て
目
に
見
え
る
結
果
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
弟
子
だ
け
が
如
来
の
使
い
で
あ
る
。 

 

※
御
書
の
大
意
を
踏
ま
え
て
次
の
文
章
の
空
欄
に
後
の
語
群
か
ら
選
ん
で
言
葉
を
入
れ
て
下
さ
い
。 

 

広
宣
流
布
に
励
む
人
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
て
も
、
苦
悩
の
民
衆
を
救
う
誓
願
を
立
て
て
生
ま
れ

て
き
た
最
高
に
尊
い
「
（ 

如
来
の
使 

）」
そ
の
も
の
で
す
。 

本
抄
で
は
、
深
く
果
て
し
な
い
苦
悩
が
三
世
に
わ
た
っ
て
連
続
し
て
い
る
こ
と
を
「
（
生
死
の
大
海 

）」

と
た
と
え
て
い
ま
す
。 

（ 

法
華
経 

）
を
一
文
一
句
で
も
聞
い
て
心
に
染
め
る
人
は
「
（ 

生
死
の
大
海 
）」
を
渡
っ
て

（ 

成
仏 

）
と
い
う
最
高
の
幸
福
・
勝
利
の
境
涯
に
到
達
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
本
抄
で
は 

法
華
経
を
一
文
一
句
で
も
語
る
（ 

使
命 

）
と 

法
華
経
を
一
文
一
句
で
も
聞
い
て
心
に
染
め
る
（ 

功
徳 

）
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
一
文
一
句
で
も
語
る
こ
と
自
体
が
立
派
な
（ 

折
伏 

）
行
で
あ
り
、
そ
の
聖
行
に
は
必
ず

（ 

福
徳 

）
が
薫
る
の
で
す
。 

  

如
来
の
使 

 

生
死
の
大
海 
 

使
命 

 

功
徳 

 

折
伏 

 

福
徳 

 

法
華
経 

 

成
仏 

 

釈
尊 

 

天
台
大
師 

 

三
障
四
魔 

 

第
六
天
の
魔
王 

 

涅
槃
経 

        

※
御
書
本
文
に
つ
い
て
は
語
群
が
な
く
て
も
語
句
を
記
入
で
き
る
よ
う
に
覚
え
て
下
さ
い
。 
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 ｜
御
書
③
｜
四
条
金
吾
殿
御
返
事
（
法
華
経
兵
法
事
） 

  

な
に
の
兵
法
よ
り
も
（ 

法
華
経 

）
の
兵
法
を
も
ち
ひ
給
う
べ
し
、
「
諸Ａ

余
怨
敵
・
皆
悉
摧
滅
」
の
金
言 

む
な
し
か
る
べ
か
ら
ず
、
兵
法
剣
形
の
大
事
も
此
の
妙
法
よ
り
出
で
た
り
、 

ふ
か
く
（ 

信
心 

）
を
と
り
給
へ
、
あ
へ
て
（ 

臆
病 

）
に
て
は
叶
う
べ
か
ら
ず
候 

 

※
次
の
語
群
か
ら
正
し
い
言
葉
を
選
ん
で
本
文
の
空
欄
に
入
れ
て
下
さ
い
。 

  

法
華
経 

 

臆
病 

 

信
心 

 
勇
気 

 

修
行 

 

兵
法
剣
形 

 

智
慧 

 

慈
悲 

 

※
棒
線
Ａ
の
意
味
に
つ
い
て
正
し
い
も
の
に
○
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
に×

を
つ
け
て
下
さ
い
。 

（ 

○ 

）
法
華
経
を
受
持
す
る
無
量
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
一
切
の
魔
を
打
ち
破
り
、 

そ
れ
以
外
の
様
々
な
敵
を
も
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（ 
×
 

）
様
々
な
怨
み
や
敵
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
が
負
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。 

（ 

○ 

）
法
華
経
の
兵
法
を
用
い
れ
ば
、
自
分
に
襲
い
か
か
る
障
害
や
苦
難
を
一
つ
残
ら
ず 

打
ち
破
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

※
御
書
の
大
意
を
踏
ま
え
て
、
次
の
文
章
の
空
欄
に
後
の
語
群
か
ら
選
ん
で
言
葉
を
入
れ
て
下
さ
い
。 

 

（ 

法
華
経 

）
は
一
切
衆
生
の
（ 

成
仏 

）
を
説
い
た
最
高
の
経
典
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
境
涯
の
衆
生

に
（ 

仏 
 

）
と
同
じ
生
命
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
、
そ
の
無
限
の
力
を
開
く
道
を
説
い
て
い

ま
す
。 

世
間
の
様
々
な
思
想
や
技
術
等
も
す
べ
て
（ 

法
華
経 

）
か
ら
出
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
信

心
を
実
践
し
抜
け
ば
（ 

絶
対
勝
利 

）
の
人
生
が
開
か
れ
る
の
で
す
。 

人
生
勝
利
の
最
大
の
敵
は
、
苦
難
や
困
難
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
自
身
の
心
に
巣
食
う
（ 
臆
病 

）
で

す
。
（ 

臆
病 

）
に
打
ち
勝
つ
中
で
、
不
可
能
を
可
能
に
す
る
無
限
の
生
命
力
が
発
揮
さ
れ
る
の
で
す
。 

  

法
華
経 

 

仏 
 

絶
対
勝
利 

 

相
対
的
幸
福 

 

臆
病 

 

成
仏 

 

世
法 

 

蔵
の
財 

   

【
御
書
三
編
を
通
し
て
】 

 

※
お
手
紙
を
送
ら
れ
た
弟
子
の
説
明
に
つ
い
て
、
誰
の
こ
と
か
名
前
を
語
群
か
ら
選
ん
で
書
き
な
さ
い
。 

 

（ 

四
条
金
吾 

）
日
蓮
大
聖
人
の
弘
教
の
初
期
に
入
信
し
、
鎌
倉
の
門
下
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
。 

（ 

椎
地
四
郎 

）
四
条
金
吾
や
富
木
常
忍
と
親
交
が
あ
り
大
聖
人
の
葬
列
に
も
参
列
し
た
。 

（ 

妙
一
尼 
 

）
鎌
倉
に
住
む
門
下
。
竜
の
口
法
難
や
佐
渡
流
罪
の
大
難
の
渦
中
で
も
信
仰
を
貫
い
た
。 

そ
の
た
め
に
夫
は
所
領
を
没
収
さ
れ
大
聖
人
が
佐
渡
か
ら
戻
る
前
に
亡
く
な
っ
た
。 

 

妙
一
尼 

 

椎
地
四
郎 

 

四
条
金
吾 

 

千
日
尼 

 

寂
日
房 

※
御
書
本
文
に
つ
い
て
は
語
群
が
な
く
て
も
語
句
を
記
入
で
き
る
よ
う
に
覚
え
て
下
さ
い
。 


